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§１．研究成果の概要 

 

1-1. 角度分解飛行時間型電子分析器の校正 

角度分解飛行時間型電子分析器で得られる二次元検出位置（x, y）と飛行時間（t）からなるデー

タセットから、二次元散乱角（θ, φ）と散乱電子の運動エネルギー Ef を決定する校正方法を確

立した。校正の結果、LAES 観測装置全体のエネルギー分解能は <0.3 eV であり、散乱角 

2°<θ<12°の範囲で角度校正できていることを確認した。 

1-2. 偏光計測システムの構築と偏光測定 

偏光状態を精密に規定して LAES 過程を観測するために、偏光状態計測システムを構築した。

偏光計測の結果、最も円偏光に近い偏光状態において、右回り円偏光と左回り円偏光との楕円率

の違いは計測限界以下であることが判明し、遅延時間測定の誤差は 30 zs 以下に抑えられること

を示した。 

1-3. ヘリウム液滴中の LAES シミュレーション 

ヘリウム液滴中の LAES 過程のシミュレーションを実施し、オーストリアの研究グループとの共著

でヘリウム液滴中の LAES 過程の初観測を論文発表した。 

1-4. THz 波アシステッド電子散乱過程の観測 

単一サイクル THz 波によって誘起される LAES 過程の初観測に成功し、単一サイクル光パルス

の超広帯域性に起因する連続的なエネルギースペクトルの出現や上方下方散乱強度の非対称性

を検証した。 

1-5. レーザーアシステッド(e, 2e)過程の観測 

レーザーアシステッド(e, 2e)過程を散乱電子と放出電子の同時計測によって初めて観測し、原

子軌道の光ドレスト効果の出現を確認した。 

1-6. 共鳴散乱過程の数値シミュレーション 

共鳴散乱過程をポンプ‐プローブ計測によって実時間計測する手法を考案し、数値シミュレーシ

ョンによって実現可能性を検証した。 
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